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研究協力者 木下 秀雄（大阪市立大学・名誉教授） 

 

1. ドイツの職業訓練システムと介護専門職養成の骨格 

(1) ドイツ職業訓練の｢デユアルシステム｣ 

・ 基幹学校修了後に職業訓練とギムナジウム進学のコース分け(この間、「相互乗り入れ」が広がっている。職

業訓練修了から大学への進学資格認定、あるいは一定の要件を満たせば学士号授与。また、大学での修学

の中に専門職資格取得のためのカリキュラムが組まれ、資格認定される）。 

・ 狭義には職業訓練法(Beruffsbildungsgesetz(BBiG))又は手工業法（Handwerksordnung (HwO)）に基づく職業

訓練制度。 

・ 職業訓練開始時における職業訓練実施事業所との職業訓練契約の締結。 

・ 職業訓練期間中の生活保障(職業訓練報酬の支払い)。 

・ 座学と実習の組み合わせ。 

 

（2） 介護職、医療職の場合、「学校型職業訓練 schulische Berufsausbildung」といわれている 

・ 職業専門学校との契約。 

・ 授業料が必要な場合があった。 

・ 職業訓練報酬が支払われない場合があった。 

 奨学金、雇用促進法による転換職業訓練手当 

・ 座学と実習の組み合わせは同じ。「疑似デユアルシステム」ともいわれている。 

 

（3） 2008 年高齢者介護法(AltPflG)から 2017 年介護職法（PflBG)へ 

・ 高齢者介護士養成、看護師養成、小児看護師養成などを総合。 

・ 「すべての年齢の人」と「すべての支援分野」を対象に統一的養成制度を資格名称。 

 

① 背景事情 連邦と州(ラント)の立法権限配分 

学校制度の規整は州の管轄、 

医療、労働、公的扶助は連邦(も)管轄する 

    ⇓ 

 「学校型職業訓練」としての介護職・看護職要請について連邦が立法すること自体が議論になる。 

 

② 高齢者介護専門職養成法の制定から、介護専門職全体の養成制度へ 



・ 当初、高齢者介護法の制定へ（2000 年可決、2001 年施行） 

・ 憲法訴訟により、高齢者介護専門職部分と同介護補助職が分離。 

・ 名称独占(過料あり)ではあるが、介護保険法やホーム法による規整と相まって「高齢者介護専門職員の

労働市場を独占する」ことになる＝連邦立法管轄になる。 

 

2. 2017 年介護職法(2020 年実施)の介護専門職養成制度について 

（1） 概要 

・ 職業訓練受講年齢・受講資格 

   中等教育終了(10 年の一般教育終了)がめど 

・ 職業訓練開始の手続き 

   病院、介護施設との職業訓練契約の締結 

・ 職業訓練期間 3 年 

・ 実務指導員 Praxisanleiter 制度 

・ 授業時間数 

  授業 2100 時間   1・2 年次 1,400 時間 3 年次 700 時間 

   実習 2500 時間   同上    1,720 時間  同上  780 時間  

3,120 時間           1,480 時間 総計 4,600 時間 

・ 1 年次 2 年次が共通の授業。 

・ 3 年次に、「専攻 gewählte Vertiefungseinsatz」による時間数の違いが設けられている。この選択は職業訓練

契約時点でまず行うことになっている(最終段階で変更可能なようであるが)。3 年次の専攻により、一般的な

generalistische「介護専門職 Pflegefachfrau/Pflegefachmann」となるか、高齢者介護専門職

Altenpflegerin/Altenpfleger ないし小児看護専門職 Gesundheits-und Kinderkrankenpflegerin/Gesundheits- 

und Kinderkrankenpfleger、という名称になる。 

・ 他職種での経験の「換算」：介護専門職以外の職業訓練修了資格や部分的に修了した職業訓練単位をカウ

ントすることで、訓練期間を 2 年にまで短縮することができる。 

・ 単科大学での学習と資格取得（単科大学 Hochschule でも資格取得可能）。 

・ 外国との資格の共通化：一般介護専門職は EU の他の国でも自動的に automatisch 通用するが、高齢者介

護職と小児介護専門職は、個々の国ごとに承認されるかどうかにかかっている。 

・ 留保されている仕事：この法律自体の規定では名称独占にとどまるが、介護保険法、ホーム法、労働協約な

どと相まって、事実上「労働市場独占」(≒業務独占)。 

・ 職業訓練生について「事業所労働者代表制」の投票権が認められているほか、「青少年・職業訓練生代表制

度」が存在する。 

 

(2) 具体的ないくつかの数字（2020 年 12 月 31 日時点） 

・ 職業訓練生総数：5 万 3610 人（高齢者介護職の職業訓練生）1980 年 5000 人、1990 年代末 3 万 9000 人 

   内 男性 1 万 3008 人（24，3％）、女性 4 万 602 人（75,7%） 

内 年齢構成 6 歳未満 2,073 人 

           17 歳  5,355 人 



           18 歳  6,984 人 

           19 歳       7,035 人 

       20 歳       6,111 人 

          21－24 歳 1,1136 人 

    25―29 歳 5,910 人 

       30－39 歳 5,427 人 

        40－49 歳 2,862 人 

        50 歳以上  720 人 

内 フルタイム職業訓練生  5 万 3,103 人 

     パートタイム訓練生  507 人 

介護学校総数  1266 校  就学訓練生数 

 公立  390 校  1 万 7301 人 

 私立     258 校          9918 人 

 公益法人立  618 校  2 万 6391 人 

職業訓練報酬（2019 年時点） 

 1 年次 月額 約 1140 ユーロ 

 2 年次 月額 約 1202 ユーロ 

 3 年次 月額 約 1303 ユーロ 

 

3. 介護専門職の労働条件規整 

(1) 介護専門職労働者の概要 

・ 2015 年 総数 156 万人 

・ 2020 年 総数 178 万人 内医療職 115 万人、高齢者介護職 63 万人 

         内パート職は医療職で 42，9%、高齢者介護職 55，2% 

賃金動向（フルタイム労働者の月額賃金総額（中央値）の推移(2020 年)） 

 全職種 女性 3171 ユーロ、男性 3565 ユーロ（2015 年比で約 11,2％上昇） 

 医療職 女性 3558 ユーロ、男性 3753 ユーロ（2015 年比で約 14％上昇） 

 高齢者介護職 女性 2871 ユーロ、男性 3041 ユーロ（2015 年比で約 22％上昇） 

 

(2) 労働条件規整 

・ 労働協約 

 非営利公益事業体の中の非宗教系事業所と公立事業所については労働組合 ver.Di と事業者の労働協約が

存在するが、それ以外については、労働協約が存在しないところが多数。 

「送り出し法」に基づく「法令」で公的に労働条件基準を設定する。 

問題は、外国からの介護労働者が、要介護者の個々の家庭に「雇われる」状況が広がってきていること。 

・ 労働協約や法令の規制対象外になる可能性がある。 

・ 「労働者」ではない、とみなされる可能性がある。 

 



4. さいごに＝日本への示唆 

・ 訓練受講中の生活保障をどうするのか 

・ 資格取得後の労働条件をどう確保するのか 

・ 訓練の内容について 

  



＜補足：2023 年 2 月 22 日＞ 

 

1. はじめに 

・ 2017年成立 介護職法における看護/介護職の統合プロセスについて 

・ 養成機関に対する業界団体による産業別費用負担の構造について 

・ ソーシャルワーカーと介護/看護師の距離感について 

 

2. 高齢者介護職と看護職 

(1) 高齢者介護サービス事業に従事する者の資格と職務（2019 年のものについて表二つ参照） 

在宅介護分野の従事者数 421,550 人 

施設介護分野の従事者数 796,489 人  

・ 介護サービスに医療看護職系の人がすでに相当数従事している。 

・ 他方で、無資格、他の職業資格者も相当数、介護サービス自体に従事している。 

・ 大学卒業者の介護サービスへの十字数は多くない。 

・ 2017 年介護職法成立時に医療系団体の反応について、立法時の各種団体の意見表明を見た限り、看護

職養成課程の統合にはみな賛成している。 

 

(2) 高齢者介護職と看護職の賃金の動向（2021 年介護職賃金(Entgelte von Pflegekräften 2021(12.Oktober 

2022)から) 

 

・ 高齢者介護職は、産業全体平均、看護師職に比べて賃金は低い。 



・ 2012 年からの伸び率は他の産業や看護職より高く、2021 年について見ると、インフレの影響で、他の産

業、看護職については実質賃金低下となっているが、介護職は伸び率がインフレ率を上回っていて、実

質賃金で見てほぼ唯一増加している。 

・ 専門職で見る限りでは、看護職にほぼ追いついてきており、施設別でみると、介護施設では看護職の賃

金を超えるに至っている。 

 

3. 保育所に就労する者の資格と福祉職の専門性について 

・ 保育所に就労する者の資格と職務。 

・ ソーシャルワーカーと教育職。 

・ 保育所従事者は教育職ないし福祉職として社会問題対応に重点を置いた要請がされているようである。 

 

4. 2017 年介護職法（2022 年からの全面実施）の実施状況（介護職養成制度の動向） 

  

（Ausbildungsoffensive Pflege (2019–2023) Zweiter Bericht、グラフ 1） 

 



 

・ 介護職希望者が増えている。 

・ 高齢者介護職についても、介護学校の授業料無料＋訓練報酬 1 年目 1166 ユーロ、2 年目 1227 ユーロ、

3 年目 1333 ユーロ（1 ユーロ 140 円で換算すると 18 万 6620 円）。 

 

5. 訓練費用の産業単位賦課方式の問題状況瞥見 

裁判例から。 
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デンマークにおける保健医療福祉職の基礎教育に関する考察 
 

研究協力者 銭本 隆行（日本医療大学 総合福祉学部 ソーシャルワーク学科・講師） 

 

1．デンマークの教育制度と職業教育にかかわる政策の特徴 

 デンマークの教育制度は、日本に比べると比較的簡素である。未就学児に対しては幼稚園と保育所が並立し

ておらず、3～6 歳では幼稚園だけである。義務教育においても、小学校と中学校は基本的には分かれておら

ず、小中一貫である。義務教育終了後、高校に進む割合は 67％、職業学校では 32％である。職業学校では、

学校での学習と、企業と連携した実習が交互に行われるデュアルシステムとなっている（岩田 2017）。 

 デンマークの資格枠組み（Kvalifikationsrammen, KFR）は、ヨーロッパ資格枠組み(EQF)に準拠したものであり、

レベル１～８まで存在し、５が準学士、６が学士、７が修士、８が博士に相当する。 

 岩田によれば、１～５のレベルは「もっとも適合する」（best fit）の原則に則っており、「知識」「スキル」「能力」の総

合的判断に基づくとされている。これらの 3 つの構成要素について、岩田は以下の表のように説明している。 

 

年齢           図１: デンマークの教育制度        学年 

 
                  出所）各種資料に基づき筆者作成 

 

表 1:デンマークの資格枠組みの３つの構成要素 

知識 「性質と複雑さ」（nature and complexity、理論に基づくものか実践に基づくものか、一科目内

のものか、科目領域や職業に関するものか、どれほど複雑なものか）と「理解」 

スキル 「性質」（実践的か創造的かコミュニケーションに関することか）、「問題解決力」「コミュニケー

ション」 

能力 「行動空間（space for action）」（どのような就業関係上ないし学習の文脈で、知識とスキルが

稼働するのか）、「協力と責任」（どの程度自分と他人の仕事に責任を有するか、就業関係の

複雑さはどの程度か）、「学習訓練」（どの程度、自分の学習訓練と能力発展に責任を取るこ

とができるか） 
出所）岩田克彦「海外諸国とわが国における資格枠組みと介護関係の資格（能力評価制度）との関係」をもとに筆者作成 



 

 職業学校教育とは、一般的に KFR でレベル５に位置し、教育期間は１年半～２年半（90,120,150ECTS）で、卒

業資格は準学士に相当する。職業学士教育は、同じくレベル６に位置し、教育期間は３～４年間

（180,210,240ECTS）で、卒業資格は学士に相当する。この２つの教育は、一つの法律「職業学校教育と職業学

士教育に関する法」に含まれており、密接に連結している。これにより、職業学校教育修了後、原則１年半の追加

教育を受けることが可能で、職業学士号を取得することができる。この対象となるのは、社会、技術、経済・商業分

野の教育である。 

 成人向けの職業教育では、それまでの教育や経験を評価し、最大 20 週間の短縮が可能となっている。評価は

「実能力評価」と呼ばれ、以下のように行われる。 

 インターネット上の公的サイトで、個人情報、教育、直前５～１０年間の職歴を打ち込む。そのうえで、国民学校

の卒業証明書または、別の教育や成人向け職業教育の証明書、給与明細や雇用契約書などの書類を提出し、

これをもとに学校側が判断する。 

表 2:デンマークの職業教育期間の短縮 

 経験 評価期間 基礎課程 本課程 

EUV１ 25 歳以上で２年以上の関連職

種の経験 

半日∼10 日間 なし 基本的に実習なしで学校での

授業のみ 

EUV２ 25 歳以上で関連職種経験また

は以前に関連教育 

半日∼10 日間 0~20 週間 基本的に成人向け職業教育の

授業と実習 

EUV３ 25 歳以上で関連職種経験も関

連教育もなし 

半日∼10 日間 20 週間 若者の本課程と同じ 

出所）UddannelsesGuiden をもとに筆者作成 

  

2．保健医療福祉職の位置づけ 

デンマークの保健医療福祉職のほとんどが職業学士である。ただし、介護職といえる社会保健アシスタントと社

会保健ヘルパーについては、国民学校卒業後に進むことも可能である教育であり、学士教育には相当しない。 

 以下は、それぞれの職種がデンマークの資格枠組み（KFR）と欧州資格枠組み（EQF）のいずれのレベルに相

当するかを示した表である。 

 

表3:デンマークの保健医療福祉関係資格と資格枠組みレベル 

職種・資格 教育期間 KFR EQF 
医師 6 7 7 
看護師 3.1/2 6 6 
助産師 3.1/2 6 6 
理学療法士 3.1/2 6 6 
作業療法士 3.1/2 6 6 
診療放射線技師 3.1/2 6 6 
社会保健アシスタント 3.10 4 4 
社会保健ヘルパー 2.2 3 3 
ソーシャルワーカー 3.1/2 6 6 
ペダゴー 
（保育士、指導員など） 

3.1/2 6 6 

臨床検査技師 2.1/2 5 5 

出所）UddannelsesGuiden をもとに筆者作成 

 

3．座学と実習の組み合わせやそのウェイト 

 2008 年３月制定の「職業学校教育と職業学士教育に関する法」で、これらの教育を受ける者に最低 6 カ月間の

実習が義務化され、学校での教育と実習が交互に行われていくというデュアルシステムがデンマークでは一般的

となっている。 

 教育省の HP によれば、「実習と座学の連結は高等教育におけるコーナーストーンである。すべての学生は、未

来の職業に関連し、理論的知識を試し、能力を研ぎ澄ますのに役立つ実習期間をやり遂げなければならない」と

されている。 



 

 なお、実習期間は職種により大きく異なり、主な保健医療福祉職については以下のとおりである。 

 看護師は、教育期間3年半のうち、１年２カ月。 

 理学療法士は、同じく７カ月。 

 ペダゴーは、同じく１年２カ月。 

 社会保健アシスタントは、基礎課程約1年間を除いた教育期間約２年10カ月のうち、約１年10カ月。 

  

 

4．３職種を統合した「ペダゴー」 

 ここでは、1992年に３職種を統合して創設された「ペダゴー」を取り上げ、その経緯と教育内容について概観す

る。 

 

(1) ペダゴーの仕事 

ペダゴーは、障害者関連施設、学校、保育施設等で、児童、障害者、問題を抱える人の支援を担う。高齢の障

害者の増加とともに、作業療法的なアクティヴィティーも行うため、障害者の認知症ケアに関わることは増えてきて

いるが、一般的な認知症高齢者のケアに関わることは滅多にない。 

なお、介護職とは異なり、身体介護は行わないため、例えば重度心身障害者の日常生活介護は、社会保健ヘ

ルパーや社会保健アシスタント（後述）が行う。 

給与は、職場の多くは学校でもあり、教員並みである。 

 

（2） 歴史的経緯 

 1992年に、幼稚園ペダゴー、自由時間ペダゴー（学童保育）、ソーシャルペダゴー（障害児・者）が「ペダゴー」

に統合された。背景は次の２つである。 

① 最初に幼稚園ペダゴーが誕生、障害児への関わりから、社会ペダゴーが1960年代に誕生し、障害者、問題

を抱える成人へと分野が広がっていった。一方で、一般児童と障害分野で専門性は分化していた。しかし、

「共通した専門性がある」との意見も根強かった。 

② 1980年代に社会民主党政権が目指した大きな政府による福祉国家に対する疑問から、1989年に保守政権

に交替し、教育分野で５千万デンマーククローナの削減を目指していた。特に人文系の教育分野は削減対

象とされ、ペダゴー教育は３分の１の削減とされた。その中で、政府は３つのペダゴー教育の統合、実習期間

を省いて教育期間の短縮を目指した。 

教育の統合は実現したが、教育期間については強硬な反対のため、実習期間を延ばして含められ、これま

での３年から３年半に延長された。 

 統合に対する賛否はこれまで数多く議論されてきた。代表的な意見として、統合による収穫は、職種の認知が

進み、大学院教育、国際的教育へと道が開けたこと、弊害は、専門性が薄まり、教育では“緩やかな専門性”と呼

ばれ、特定の対象グループをターゲットにした専門性の獲得は大幅に減り、“個人的成長”と“社会責任”が大き

な教育目標となったことである。 

こうした中、2001年に、ペダゴー教育の修了者には、「職業学士号」が与えられることになった。併せて、修士２

年、博士３年の大学院教育もはじまった。これにより、ペダゴーのさらなる発展が可能となり、かつ国際的にも活躍

できる幅が広がった。 

2007年には、より実践的な内容を目指し、５つの理論科目（「教育学」「心理学」「社会学」「保健」「コミュニケー

ション・組織・管理」）が、３つ（「教育学」「個人・施設・社会」「デンマーク・文化・コミュニケーション」）になった。 

2014年には、教育内容が大幅に変更され、１年間の基礎課程修了後、①幼稚園ペダゴー（0－5歳）、②学校・

学童ペダゴー（6－18歳）、③社会・特別ペダゴー（障害児、者、その他）のいずれかの専門分野を選ぶことになっ

た。背景には、1992年の統合以来くすぶっていたペダゴーの専門性に関する問題が、近年の専門的ニーズを持

つ対象者の増加の中で再浮上し、改めてペダゴーの専門性を増す教育内容とする必要が生じていたことがあ

る。 

 ただし、それぞれの専門分野を選択しても、教育修了後の資格名は「ペダゴー」であり、資格自体が分化された



わけではない。 

 

(3) 入学資格  

 ・第1グループ：高校での全国統一学生試験の結果で選抜 

 ・第2グループ：社会経験などで選抜 

   なお、以下の者は、実習半年分程度が省かれ、教育期間の３年間への短縮が可能である。 

   対象者：最低５年以上の職業経験のうえ、高校卒業資格、または社会保健アシスタント＋デンマーク語 C レ

ベルと科学レベル C と英語 D レベル、またはペダゴー補助資格＋デンマーク語 C レベル＋社

会 C レベルと英語 E レベル、または４つの高校科目合格―デンマーク語 A レベルと英語 B レ

ベルと社会 C レベルと自由科目 C レベル―。 

つまり、高校卒業レベルで最低5年の実務経験があれば、実習半年分程度が省かれ、教育期間は3年間とな

る。 

 

(4) 教育期間・教育内容の構成 

教育期間は３年半で、半年ごとの７学期ある。１学期は３節（モジュール）に分かれ、21節ある。 

１節10ETCS、計210ECTS で、修了すれば職業学士が取得できる。 

１～７節までは基礎課程として全学生共通であり、その後、以下の３つから専門分野を選択する。 

① 幼稚園ペダゴー（0－5歳）：日本の保育士や幼稚園教諭に相当する。 

② 学校・学童ペダゴー（6－18歳）：学童ペダゴーは日本の学童保育での保育士に相当する。学校ペダゴーは、

クラスを教員と一緒に担任し、図画、美術、体育などの副教科を担当することが多い。知識教育より、生徒を

生活指導などの人格面から支える。 

③ 社会・特別ペダゴー（障害児、者、その他）：日本の障害分野における指導員に相当するが、受けてきた教育

の中でアクティヴィティーやソーシャルワークも学んできており、専門性は高い。対象には、ホームレスや売春

婦などのさまざまな問題を抱える人も含まれる。 

 「理論」（学校で学ぶ授業：オンライン授業も導入）と「実習」とを繰り返すデュアルシステムとなっており、教育期

間中、計４回の実習がある。さまざまな専門性を目指す学生に対応し、かつ学生の自己解決能力を高めるため、

チーム学習、プロジェクト学習、テーマ学習が一般的である。そのうえで、学んだ理論を実践に置き換える実習を

交互に行っていく。 

授業科目は、一般教育理論のほか、アクティヴィティー、運動、音楽（リズム）、芸術、アウトドア、コミュニケーシ

ョンなどが含まれ、より実践的な内容となっている。 

 

表 4:ペダゴーの教育課程の構成 

学期 節 テーマ ECTS   

１ １ 教育学へ 10  

 

基礎課程で

全学生共

通 

教育的環境とアクテ

ィヴィティー ２ 性、セクシャリティ、多様性 10 

３ インクルーシブな共同体 10 

２ ４ 第1回実習 10 教育実践 

５ ペダゴーの職業 10  

職業と社会 ６ 民主主義と市民権 10 

３ ７ 決定権限を持つ人としてのペダゴー 10 

８ 第1回専門 10  

専門分野3

つのうちの1

つを選択 

 

９  

第2回実習 

30  

４ 10  

11  

12 第2回専門 10  

５ 13 学際的職業連携 10  

14 自由選択分野 10  

15  

第3回実習 

30  

６ 16  

17  



18 自由選択分野 10  

７ 19 職業的知識と研究 10  

20 第4回実習と学士プロジェクト 実習5、学

士プロジ

ェクト15 

学士プロジェクトに絡

んだ実習 ２ 21 

出所）Studieordning Pædagoguddannelsen ved UCL をもとに筆者作成 

 

(5) １年目の基礎課程（モジュール1-7）の分野と能力目標 

 「ペダゴーの職業学士教育に関する法の付則１」で定められたペダゴーの基礎課程における能力目標は、以下

のとおりである。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

共通部門の能力目標－基礎的専門性 

 

基礎的専門性は、子供、若者、成人の成長、学び、安寧、市民権、教養を支え、養ってもらうために、プロとし

ての能力を学生に与えるものである。 

 

分野 

（１）教育的環境とアクティヴィティー 

（２）職業と社会 

（３）教育実践－第1回実習 

 

分野１：教育的環境とアクティヴィティー 

この分野は、ペダゴーの集合的仕事分野のために専門的かつ教育学的な出発点を形成する中心的知識とス

キル目標を指向する。 

 

能力目標：学生は、子供、若者、成人の前提と見通しに出発点をおき、子供、若者、成人の成長を支える教育的

環境とアクティヴィティーを確立、評価、値踏みし、並びにこれらに関連して、専門的評価と選択を説明することが

できる。 

知識目標：学生は以下に関する知識を持つ 達成目標：学生は以下ができる 

教育的環境とアクティヴィティーにおける教育理論と

模範、この下での目標設定と教育理念の異なるフォ

ーム 

教育理論と価値に出発点をおき、教育実践に向けた

目標と教育理念を表現できる 

社会化と相互作用のプロセス、インクルーシブな教育

実践 

個人の安寧と社会的成長を支え、インクルーシブな

共同体の発展のための専門的目標、手段、メソッドを

表現できる 

子供、若者、成人の社会的、情緒的、言語的、認知

的、身体的、運動的、感覚的な前提と成長 

教育実践において子供、若者、成人の成長、前提、

見通しについての知識を使用する 

IT の使用での言葉、コミュニケーションの成長、 個人の言語的成長とコミュニケーション能力を支える

専門的目標、手段、メソッドを表現する 

異なる個人的、社会的、文化的な要素が成長と学び

にどのように影響し得るか 

ケアと教育的取り組みを区別する。こうして学生は子

供、若者、成人の形成を考慮する 

性的アイデンティティー、性、平等、家族形態 人間の多様性のためのスペースを創造し、性差ない

可能性を支える専門的目標と手段を表現する 

これらの分野内での自然、環境、数学、教育的・教訓

的なアクティヴィティー 

自然、環境の中での教育的アクティヴィティーを準

備、実行、評価する 

ここに関連する体育、運動、教育的・教訓的アクティ

ヴィティー 

教育的体育と運動のアクティヴィティーを準備、実行、

評価する 

ここに関連する音楽・美術的な活動と教育的・教訓的

アクティヴィティー 

音楽・美術的なプロセスを準備、実行、評価する 



これらの分野内での芸術的で手作業的な作業工程と

表現方法、教育的・教訓的なアクティヴィティー 

芸術的で手作業的な工程を準備、実行、評価する 

教育実践の準備、調査、開発への科学的な根拠に基

づいた取り組みとメソッド、これらの下でのエビデンス

ベースのメソッド、どうやって実際にそれらは使えるの

か 

教育実践のための理論とメソッドを述べ、使用する 

 

分野２：職業と社会 

この分野は、ペダゴーという職業の稼働領域と実際の条件の社会的、歴史的文脈を指向する 

 

能力目標：学生は、社会、歴史、施設、職業の関連性から、教育的仕事を専門的に根拠づけることができる 

知識目標：学生は以下に関する知識を持つ 達成目標：学生は以下ができる 

市民権と民主主義に関する福祉社会の発展とグロー

バル化 

子供、若者、成人の市民権と民主主義形成の促進を

考慮し、教育的アクティヴィティーを行う 

ペダゴーという職業の発展と時に連れて変化する教

育的模範に対する基礎的な力点 

教育実践と社会における実際の模範を分析、議論、

評価する 

近くの他職、決定権限を持つ者、公共機関との関連

の中でのペダゴーという職業の立ち位置 

他職との連携と関連する社会施設とのやり取りの中で

自身の専門性を持ち出す 

関係、職業、社会の中で開く職業倫理と価値観 教育的関係性の中で価値観と倫理的ジレンマを分析

し、評価する。関係性ある仕事の中での自身の役割

を分析、評価する 

子供、若者、成人の誤った育て方やケアの危険要因

とサイン 

教育実践の中で誤った育て方やケアのサインを示す

子供、若者、成人を確認、対応する 

プロとしてのコミュニケーション 子供、若者、成人、家族、決定権限を持つ者などとの

プロとして対話する 

ペダゴーの仕事を実行するための政治的、組織的、

法制度的な枠組みと条件 

存在する枠組みと条件の中でのペダゴーの仕事と挑

戦を確認し、これらの枠の中で対応の可能性を示す 

 

分野３：教育実践－第1回実習 

 この分野は、ペダゴーの業務分野の中での教育実践への参加を指向する 

 

能力目標：学生は、実習現場での教育実践に参加することを通して、ペダゴーの活動に根拠づけ、準備、実施、

評価を行い、自身の現場での学びのプロセスを評価できる 

知識目標：学生は以下に関する知識を持つ 達成目標：学生は以下ができる 

実習現場での対象者並びに実習現場の教育的・社

会的業務 

ペダゴーの仕事の準備において実習現場の社会的

役割についての知識を使用する 

教育実践と教育メソッドの効果の目標設定、準備、組

織化 

異なる教育メソッドの効果に関する知識を用いなが

ら、教育実践の目標設定、準備、実行、評価する 

評価、調査、文書化のフォーム 教育実践への自身の参加を文書化、評価し、自身の

学びのプロセスの質に反映する 

健康的な食品、食事文化、衛生、内部の雰囲気の保

健的かつ形成的な意味 

ペダゴーの仕事の準備における保健と保健の枠組み

に関する知識を使用する 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

5．保健医療福祉職間の教育の互換性 

デンマークの主な保健医療福祉職として、看護師、社会保健アシスタント、社会保健ヘルパー、ペダゴー、ソー

シャルワーカーが存在する。ここで社会保健アシスタント・社会保健ヘルパーをとりあげ、ほかの保健医療福祉職

との互換性について検討する。 

 



(1) 社会保健アシスタントとヘルパー 

主に高齢者介護サービスに関わる施設、重度身体障害者の施設で介護に従事する。社会保健アシスタントは

医療についても一定程度教育を受けているため、精神障害者の介護も担うことは多い。 

それぞれの教育期間と資格枠組みは次のとおりである。 

 社会保健アシスタント ２年９カ月３週間＋基礎課程約1年（KFR４） 

 社会保健ヘルパー   １年２カ月＋基礎課程約１年（KFR３） 

基礎課程は、学歴や社会経験によって短縮が可能である。 

両職種共、介護を中心に医療福祉などの教育内容だが、社会保健アシスタントでは、看護学や薬学なども入

り、より医療的な業務を担えるようになっている（デンマークの介護施設では、日常の医療行為は社会保健アシス

タントができるため、看護師は常駐していないのが一般的である。看護師は必要に応じて訪問することになる）。 

 

(2) 他の教育との互換性―メリット教育 

 社会保健アシスタントやヘルパーのような介護福祉職と看護師や理学療法士などの保健医療職の資格や基礎

教育を統合する方向性は現時点ではデンマークではない。 

ただし、社会保健アシスタントから看護師の資格を取得する者は増えており、2000年に64人だったが、2009年

には168人と63%増加した（デンマーク看護協会の機関誌「看護師」2011年９月）。理由としては、介護の現場にお

いてさまざまな医療的課題が生まれてくる中で、専門性を増したいという思い、また、コムーネにおける福祉分野

の改革の中で、介護職よりも安定していると考えられる医療職としての看護師を目指す等が挙げられるという。 

 社会保健アシスタントなどの介護職が看護教育を受ける場合、期間を短縮する「メリット教育」（Merituddannelse）

が可能である。短縮期間は一定のパターンはあるが、過去に受けた教育の中で関連科目があれば個別に考慮さ

れる。 

以下は社会保健アシスタントが看護師教育を受けようとして、短縮される場合の条件である。 

① 看護教育３年間に短縮 

対象：社会保健アシスタントでデンマーク語 C レベル、科学 C レベル、英語 D レベル。 

② 2年半に短縮 

      対象：上記の条件のほか、高校教育相当または4つの高校科目合格（デンマーク語 A レベル、英語 B

レベル、社会または心理学 C レベル、化学または数学または物理または生物 B レベル）、並びに過去

５年以内に社会保健アシスタント教育を終えて９カ月以上（1,442時間に相当）の現場経験がある場合で

ある。省かれるのは、２－４－６－７節の実習である。 

 社会保健アシスタントがペダゴー教育を受ける場合は、以下の条件を満たせば教育期間３年間への短縮ができ

る（再掲）。 

 対象者は、最低５年以上の職業経験のうえ、高校卒業資格、または社会保健アシスタント＋デンマーク語 C レ

ベルと科学レベル C と英語 D レベル、またはペダゴー補助資格＋デンマーク語 C レベル＋社会 C レベルと英

語 E レベル、または４つの高校科目合格―デンマーク語 A レベルと英語 B レベルと社会 C レベルと自由科目 C

レベル 

 

6．考察 

(1) デンマークの職業教育 

 デンマークでは、日本では高校に相当する中等教育の時点から多様な職業教育が提供されている。さらに

KFR５に相当する職業学校教育、EQF６に相当する職業学士教育、大学院教育、へと専門性が増していく進路が

用意されていた。これは、本人の可能性を広げ、かつそれぞれの分野の専門性を高める仕組みである。 

 特に保健医療福祉職については、看護師、理学療法士、ソーシャルワーカーなどの主な資格の教育期間は3

年半で、職業学士教育に位置付けられていた。福祉職のひとつであるペダゴーは、日本の保育士、幼稚園教

諭、障害者事業所の指導員を統合した資格であり、この資格が職業学士に相当するのは、よりレベルが高い福祉

サービスを提供することに寄与しているものと思われる。 

 

(2) ペダゴーの基礎教育課程 

ペダゴーは、それまでの幼稚園ペダゴー、学童ペダゴー、社会ペダゴーの３職種を統合した資格として1992年

に誕生し、教育も統合された。「共通した専門性」という基本的な理由と「教育費の削減」という時代的背景があっ



た。しかし、資格・教育の統合がなされたことにより、ペダゴーという資格はより確固としたものとなり、その後、大学

院教育がはじまるように、ペダゴーの分野の内外にわたる強化に寄与したことは評価できる。 

なお、近年、多様なニーズを持つ対象者が増えてきたことから、2014年より、１年間の基礎教育課程の後にそ

れぞれの専門分野に分かれるように教育内容が変革された。ただし、資格自体が分化したわけではなく、この変

革は３職種統合の失敗を意味するものではなく、時代背景に基づく教育内容の変更に位置付けられるとみられ

る。 

 

(3) 保健医療福祉職の教育の互換性 

保健医療福祉職は、それぞれの資格枠組みにレベルの違いがあるため、すべてを網羅する基礎課程は存在

していない。しかし、メリット教育のように、入学以前に実務経験があれば実習期間を省いて教育期間を短縮する

ことができるようになっている。特に介護職である社会保健アシスタントから進む場合には、多くの実習を省略する

ことが可能である。こうした融通性は、社会人が再教育を受けるときには大きな利点となり、社会にとっても、再教

育を受けた労働者が市場に戻ることで、労働力の確保に役立っていると思われる。 

 

7．結論 

 デンマークには保健医療福祉職に共通した基礎課程は存在しなかった。資格枠組みのレベルの違いで簡単に

一緒にできるものではないとみられる。しかしながら、ペダゴーについては、それまでの３職種の統合を果たして

おり、「共通した分野」においては可能であることを示している。また、以前の教育や経験によって教育期間の短

縮が認められるメリット教育は、学び直しができる社会の創造に大きく役立ち、かつ不足しがちな保健医療福祉分

野における人材確保にも役立っているとみられる。 
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＜2023年1月19日付:補足＞ 

1. 専門職組合と専門職養成教育との関連について 

(1) 社会保健分野 

2020年に、政府、FH（労働運動中央組織）、コムーネ全国連合、レギオーン連合は、社会保健ヘルパーとアシ

スタントになるための教育で、より学生を惹きつけるために、25歳以上の学生を教育開始から雇用して給料を支給

することに合意した。同時に、政府とFOA（専門職と仕事）、コムーネ全国連合、レギオーンは、学ぶ場所をより多

く確保することでも合意した。 

 また、社会保健教育や職場についてのネガティブなイメージを覆そうと、政府、FOA、コムーネ連合、社会保健

学校連合などは2022年、キャンペーンを張ることで合意した。 

常に社会保健分野の専門職教育に関することでは、FOAや社会保健学校連盟が加わり、諮問を受けるなどし

て決定される。 

 

(2) ペダゴー分野 

 BUPL（Børne- og Ungdomspædagogernes Landsorganisation、児童・青年ペダゴー全国組織）は、6万人のペダ

ゴーが会員である専門職組合である。BUPLは、ペダゴー教育と追加・継続教育との協力のための6つの政治目

標を掲げている。 

・ 協力な共通した職業的アイデンティティを持つペダゴー教育 

・ ペダゴー教育と教育実践との密接な連携 

・ 実習場所は強力な教育機関である 

・ 資格と実践指向の追加・継続教育 

・ ペダゴーの専門性を持ったリーダーを対象とした追加・継続教育 

・ より訓練されたペダゴー 

 BUPLはこれらの政治目標について、議論を喚起し、教育内容の決定に影響を及ぼすことを期待している、とし

ている。 

 

2. 介護職から社会保健アシスタント、看護師までのキャリアラダーのあり方について 

 キャリアラダーについては、以前書いているので再掲して紹介する。看護師学校のHPをみると、社会保険アシ

スタントを持っていれば、看護師教育は2年半で終わる、という内容のものが見受けられ、学生募集に利用してい

るとみられる。しかし、介護ヘルパーからアシスタントは一連の流れの中にあるが、さらなる看護師への誘導は必

ずしもソリッドなものではない。 

 

(1) 社会保健アシスタントとヘルパー 

職場：主に高齢者介護サービスに関わる施設。介護が専門のため、重度身体障害者の施設で介護に従事するも

働く。また、社会保健アシスタントは医療についても一定程度教育を受けているため、精神障害者の介護も担当

することは多い。 

それぞれの教育期間と資格枠組みは次のとおりである。 

教育期間 

社会保健アシスタント ２年９カ月３週間 ＋基礎課程約1年 （KFR４） 



      社会保健ヘルパー   １年２カ月＋基礎課程５カ月 約１年 （KFR３） 

基礎課程は、学歴や社会経験によって短縮が可能である。 

両職種共、介護を中心に医療福祉などの教育内容だが、社会保健アシスタントでは、看護学や薬学なども入

り、より医療的な業務を担えるようになっている。そのため、（デンマークの介護施設では、日常の医療行為は社

会保健アシスタントができるため、看護師は常駐していないのが一般的である。看護師は必要に応じて訪問する

ことになる）。 

 

(2) 他の教育との互換性―メリット教育 

2000年に社会保健アシスタントから看護師の資格と取ったのは、64人だったが、2009年には168人と63%増加し

た（デンマーク看護協会の機関誌「看護師」2011年９月）。理由としては、介護の現場においてさまざまな医療的

課題が生まれてくる中で、専門性を増したいという思い、から、とされている。また、コムーネにおける福祉分野の

改革の中で、介護職よりも安定していると考えられる医療職としての看護師を目指すことも理由として等が挙げら

れるという。 

 社会保健アシスタントなどの介護職が看護教育を受ける場合、一からではなく、期間を短縮する「メリット教育」

（Merituddannelse）が可能である。短縮期間は一定のパターンはあるが、過去に受けた教育の中で関連科目があ

れば個別に考慮される。 

以下は社会保健アシスタントからが看護師教育を受けようとして、短縮される場合の条件である。 

① 看護教育3年間に短縮 

対象：社会保健アシスタントでデンマーク語Cレベル、科学Cレベル、英語Dレベル。 

② 2年半に短縮 

対象：上記の条件のほか、高校教育相当または4つの高校科目合格（デンマーク語Aレベル、英語Bレベル、

社会または心理学Cレベル、化学または数学または物理または生物Bレベル）、並びに過去５年以内に社会保

健アシスタント教育を終えて９カ月以上（1,442時間に相当）の現場経験がある場合である。実習が一部省かれ

る。 

 

(3) ペダゴーとの互換 

 社会保健アシスタントからペダゴー教育を受ける場合は、以下の条件を満たせば教育期間３年間への短縮は

可能。対象者は、最低５年以上の職業経験のうえ、高校卒業資格、または社会保健アシスタント＋デンマーク語

Cレベルと科学レベルCと英語Dレベル、またはペダゴー補助資格＋デンマーク語Cレベル＋社会Cレベルと英語

Eレベル、または４つの高校科目合格―デンマーク語Aレベルと英語Bレベルと社会Cレベルと自由科目Cレベル 

 

3. 複数分野にわたる社会教育士（ペダゴー）の職業領域のさらなる拡大可能性について 

 デンマークで働くペダゴーに聞くと、特別に職業領域が広がっているという感じはしないというが、もともとペダゴ

ーが働く可能性となる対象が、これまでに紹介してきたもの以上に広範に及んでいる。 

ペダゴーに関するブログ（https://paedagog.wordpress.com/jobmuligheder/）では、ペダゴーは、保育園、幼稚

園、幼稚園クラス、学童保育、障害者施設、家族や住民支援の仕事が主だが、具体的には以下のようなものが挙

げられる。 

・ 保育園 Vuggestuer 



・ 幼稚園 Børnehaver 

・ 幼稚園クラス Børnehaveklasser 

・ 児童館、青年館、児童養護施設 Børnehjem, ungdomshjem og ungdomspensioner 

・ 学童の児童館、学校での学童保育、Fritidshjem og skolefritidsordninger 

・ 高学年の学童保育 Fritids- og ungdomsklubber 

・ ペダゴーによる家庭支援 Støtte- og hjemme-hos-pædagog 

・ 養護施設、寮 Døgninstitutioner og bofællesskaber 

・ アルコールと薬物治療施設 Alkohol- og narkobehandlingsinstitutioner 

・ 一時保護所 Forsorgshjem og herberger 

・ 盲ろう施設 Blinde- og døveinstitutioner 

・ 難民、移民分野 Flygtninge- og indvandrerområdet 

・ 知的・身体障害者施設と支援 Institutioner og tilbud for udviklingshæmmede og handicappede 

・ 高齢者活動 Ældrearbejde 

・ 刑務所 Fængsler 

・ 児童、青年、大人の精神科 Børne-, ungdoms- og voksenpsykiatri 

・ 家庭内保育 Den kommunale dagpleje 

・ 高齢者分野 Ældreområdet 

・ アウトリーチ支援 Opsøgende arbejde 

そのうえで、追加・継続教育やディプロマ教育を受ける者は年々増えており、専門性は高まっている。 

 

4. ヘルスケア（医療、看護）とソーシャルケア（介護、福祉）に教育的ケアの観点が加わる効果について 

・ 社会保健アシスタントの教育の中には、保健指導・教育も含まれる。住民をどのように巻き込み、予防へとつ

なげていくか。 

・ 看護師の教育の中にも、患者へ説明するために教育学的知識を学ぶ科目が含まれている。 

・ ペダゴーの業務の主要な対象者には、児童、障害児・者が含まれており、教育的ケアを学ぶことは不可欠で

ある。 

・ 教育的ケアのあり方は、ヘルスケア、ソーシャルケア、それぞれの分野において、重要であると認識されてい

るとみられる。 
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英国における Nursing Associate の妖精をめぐって- EN、NVQ そして NA へ 

 

研究協力者 林 千冬（神戶市看護大学 基盤看護学領域 看護管理学分野・教授） 

 

 



 



 



 



 



 



 



 



＜補足：2023 年 2 月 22 日＞ 

１．Nursing associate 登録者数の推移 

  RN704520 人に対し 6874 人（約１％）。まだ必要数には満たない。コロナ禍で伸び悩みか 1。 

新型コロナウイルス感染症後、医療は依然として流動的な状態にあり、看護職の人材不足にもつながってい

る。熱心な支援にもかかわらず、NA は全国の看護不足に対処する上でまだその可能性を最大限に発揮できて

いない。NA の採用目標数は NHS トラストに合意されており、スケジュールや各専門分野に必要な人数も示され

ているが、現在までの取り組みでは実習生や NA の数が大幅には増加していない。 

 

出所:The NMC register 1 April2021-31 March 2022: Nursing&Midwifery Council 

 

 

2．複数職種間で「補助者」の養成を共通化していこうという動きはあるか 

 
1 Only with wide ranging support can nursing associates reach their potential, Sahai, Shilpi.  Nursing Times: 

NT; London 118, 11,  (Nov 2022): 12. 



特にない。 

大学の医療職養成課程では、基礎科目（マネジメント、チームワーク、リーダーシップ等）は全学共通（医療系に

限らず）で学ぶが、それ以外は各々の専門科目。 

 

3．NA はあくまでも RN の補助者なのか 

 そのとおり。 

 

4．NA が医療機関以外、たとえば在宅領域や地域のなかでどのような働きや役割が期待されているのか 

NA は、医療機関に限らず、NA は病院、コミュニティ、ケアホームなど、あらゆる場面で働くことができる。かつ

それを期待されている 2。 

 

 
2 Primary care trainee nursing associates in England: a qualitative study of higher education institution 

perspectives, Robertson, Steve; King, Rachel; Taylor, Bethany; Laker, Sara; Wood, Emily; Primary Health Care 

Research & Development; Cambridge  24,  (2023). 
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